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⿃⽻洋⾏が皆様へお伝えしたい事

◆ 会社概要

◆ ⿃⽻洋⾏を知る

◆ 業績について

◆ 今後の戦略について

◆ 積極的な株主還元
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◆ 会社概要

株式
会社 鳥羽洋行



1906年９⽉ 1949年12⽉ 1995年11⽉ 2022年４⽉
創業（中国大連市） 設⽴（東京都銀座） 株式店頭公開

（のちのJASDAQ）
市場再編により
スタンダード市場へ

4
旧本社（銀座） ⼆代目社⻑︓⿃⽻実

創業から117年、生産設備の専門商社としてモノづくりに貢献

創業者︓⿃⽻真作 および 大連時代の本社

会社概要 〜概要と沿⾰〜

株式会社⿃⽻洋⾏（TOBA,INC.）
■ 上場市場︓東京証券取引所スタンダード（証券コード ７４７２)
■ 所 在 地︓東京都文京区水道⼆丁目８番６号
■ 資 本 ⾦︓11億4,800万円
■ 従業員数︓【連結】 280人 【単体】 252人
■ ISO14001︓2007年2月に本社および全営業所で認証取得
■ ISO9001︓2019年7月に本社および全営業所で認証取得

※2023年3月31日現在。 従業員数は、嘱託社員を含む。

現在の本社（文京区）



社 是（経営理念）
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会社概要 〜企業理念・社是〜

百年の信頼を未来につなげる。

企業理念の「信用第一主義」を貫き、産業の発展と
地球環境に貢献する企業を目指します。

１．当社は社会人類に貢献するためにある。
２．当社は社員の向上と幸福を計るためにある。
３．当社は最大ならずとも最良の会社たることを期する。
４．当社は明朗、勤勉、練達の社員のみをもって結成する。
５．当社は何事にも無理なく、堅実に、しかも進取、独創、

能率的に経営し、信⽤を第⼀におく。 （1956年制定）
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◆ ⿃⽻洋⾏を知る

株式
会社 鳥羽洋行
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私たちの生活を取り巻くあらゆるモノが工場で作られています。
⿃⽻洋⾏を知る 〜生産設備の専門商社〜

⿃⽻洋⾏は、あらゆる生産設備に関する
商材を取り扱う専門商社です。



制御機器
（26.4％）

ＦＡ機器
（48.0％）

産業機器
（25.6％）
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⿃⽻洋⾏を知る 〜取扱商品分類および代表例〜
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※括弧内％は、2024年3月期第1四半期の売上高構成比です。
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協働ロボットとは、本体に安全センサーを組み込むなど、人に対する安全性を確保できる
ようになったロボットです。特別な安全対策を講じる必要が少なく、作業者のすぐ近くで使
用できることから、導入の幅が広がっております。

⿃⽻洋⾏を知る 〜注目商品 『協働ロボット』〜

ユニバーサルロボット
UReシリーズ

ユニバーサルロボット
UReシリーズ

カワダロボティクス㈱
NEXTAGE

カワダロボティクス㈱
NEXTAGE

写真提供︓カワダロボティクス株式会社
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２．販売形態による分類
①直販型 ②卸売型 ③通信販売型

２．販売形態による分類
①直販型 ②卸売型 ③通信販売型

１．取扱い商品による分類
①FA機器 ②工作機械関連 ③電気部品・部材 ④その他

１．取扱い商品による分類
①FA機器 ②工作機械関連 ③電気部品・部材 ④その他

３．販売地域による分類
①広域展開 ②地域限定

３．販売地域による分類
①広域展開 ②地域限定

⿃⽻洋⾏は同業他社と共に「機械工具専門商社」と⼀括りに表現されますが、
各社ごとに事業の特徴に違いがあります。

⿃⽻洋⾏を知る 〜機械工具専門商社の分類〜



・ 当社は、お客様(ユーザー)へ直接販売を⾏う「直販体制」を構築

・ お客様の情報をダイレクトかつタイムリーに収集できる
・ お客様の要求に対して最適な提案とスムーズな交渉ができる
・ 販売店を介さないためコストダウンと短納期で商品を提供できる

「直販体制」のメリット
・ お客様の情報をダイレクトかつタイムリーに収集できる
・ お客様の要求に対して最適な提案とスムーズな交渉ができる
・ 販売店を介さないためコストダウンと短納期で商品を提供できる

「直販体制」のメリット

販売店

お客様
（ユーザー）

仕入先
（メーカー）

（専門商社）

仕 入

発 注 注 文

納 品
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⿃⽻洋⾏を知る 〜直販体制（直販型）〜
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資格名等 （重複所持含む）

■ 空気圧装置組⽴技能⼠ １級 78名
■ 空気圧装置組⽴技能⼠ ２級 52名
▲ SMC SE認定 69名
▲ IAI SE 57名
▲ デンソーロボット SE認定 47名
▲ パナソニック IPD・モータ SE認定 3名
■ ２級建築施⾏管理技術 1名
■ その他 7名

⿃⽻洋⾏では、営業担当者による各種専門資格の取得を推進しております。
国家資格に加え 各メーカーのSE（セールスエンジニア）認定などを取得し、
メーカーの代⾏営業を実施しております。

⿃⽻洋⾏を知る 〜卓越した専門スキル〜



営業本部・管理本部
特機システム部
海外事業グループ
仕入グループ松本営業所

静岡営業所
名古屋営業所

中部ブロック

茨城営業所
千葉営業所
東京営業所
東京南営業所
八王子営業所
厚木営業所
甲府営業所

関東ブロック

滋賀営業所
大阪営業所
兵庫営業所
広島営業所
福岡営業所
大分営業所

⻄⽇本ブロック

⻘森営業所
仙台営業所
宇都宮営業所
前橋営業所
熊谷営業所
川越営業所

北関東ブロック

本 社

国内22ヶ所の営業拠点
全国各地に拠点を設置し、徹底したサポート体制を実現しております。
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⿃⽻洋⾏を知る 〜販売ネットワーク（広域展開）①〜



ベ ト ナ ム

中 国

タ イ

⿃⽻（上海）貿易有限公司 （2008年）

（同公司）深圳分公司 （2011年）

（同公司）蘇州分公司 （2014年）

TOBA,INC.（VIETNAM）CO.,LTD （2020年）

TOBA （THAILAND）CO.,LTD.（2012年）
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海外3ヵ国に５ヵ所の営業拠点

⿃⽻洋⾏を知る 〜販売ネットワーク（広域展開）②〜
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中 国

ベ ト ナ ム

タ イ
韓 国

台 湾

ア メ リ カ 合 衆 国

ブ ラ ジ ル
イ ン ド ネ シ ア

マ レ ー シ ア

シ ン ガ ポ ー ル

イ ス ラ エ ル

ス ペ イ ン

「海外事業グループ」を通じて国内から全世界へ商材を販売しております。

⿃⽻洋⾏を知る 〜販売ネットワーク（広域展開）③〜
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◆ 業績について

株式
会社 鳥羽洋行



23/3⽉期
1Ｑ

24/3⽉期
1Ｑ

前期比
（増減率） 備 考

売 上 高 7,372 6,650 △9.8％ 国内は前期比で微減
中国市場では消費回復が遅れ、大きく減少

営 業 利 益 430 317 △26.0％ 販売管理費が、前期比7.1％増加
売上総利益率は前期比0.5ポイント増

営 業 利 益 率 5.8％ 4.8％ △1.0P

経 常 利 益 471 350 △25.8％

経 常 利 益 率 6.4％ 5.3％ △1.1P
親会社株主に帰属する
四半期純利益 325 239 △26.4%

四 半 期 純 利 益 率 4.4％ 3.6％ △0.8P
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（単位︓百万円）

業績について 〜2024年3⽉期第１四半期決算①〜

＜連結損益計算書の概要＞



23/3⽉末 構成比
（％） 23/6⽉末 構成比

（％） 備 考

流動資産 22,595 77.6 22,447 76.6
現⾦・預⾦ 11,012 37.8 11,352 38.8
受取⼿形・売掛⾦
※電子記録債権を含む 11,084 38.0 10,437 35.6

商品 363 1.2 540 1.8
固定資産 6,528 22.4 6,842 23.4
資産合計 29,124 100.0 29,289 100.0
流動負債 8,920 30.6 9,049 30.9

⽀払⼿形・買掛⾦
※電子記録債権を含む 8,099 27.8 8,537 29.1

固定負債 403 1.4 540 1.8
負債合計 9,324 32.0 9,590 32.7
純資産合計 19,799 68.0 19,699 67.3
負債純資産合計 29,124 100.0 29,289 100.0

（単位︓百万円）
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業績について 〜2024年3⽉期第１四半期決算②〜
＜連結貸借対照表の概要＞



23/3⽉期
（実績）

24/3⽉期
（予想）

前期比
（増減率）

売 上 高 29,482 30,000 1.8％

営 業 利 益 1,694 1,800 6.2％
営 業 利 益 率 5.7% 6.0% 0.3P

経 常 利 益 1,800 1,900 5.5％
経 常 利 益 率 6.1% 6.3% 0.2P
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 1,429 1,290 △9.8％
当 期 純 利 益 率 4.8％ 4.3% △0.5P
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（単位︓百万円）

業績について 〜2024年3⽉期の連結業績予想〜



20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

20年3月 21年3月 22年3月 23年3月 24年3月

連結 売上高 推移

0

500

1,000

1,500

2,000

20年3月 21年3月 22年3月 23年3月 24年3月

連結 営業利益/当期純利益 推移

営業利益 当期純利益
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（単位︓百万円）

(予想)

業績について 〜連結業績の推移〜

(予想)
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◆ 今後の戦略について

株式
会社 鳥羽洋行



◆ 経済活動の状況
・ 国内は新型コロナウイルス感染症が5類移⾏となり、経済活動の回復が⾒込まれるも

のの、物価高の影響もあり、個人消費や企業の設備投資マインドは先⾏き不透明。

◆ 半導体関連
・ スマホ、PC関連向けメモリー半導体需要低迷は継続すると予想。
・ ⾞載向け等のパワー半導体は設備投資含め需要が旺盛ではあるが、全般的に弱含み。
・ 生成AI技術関連の成⻑に伴う半導体の需要増に期待。

◆ ⾃動⾞・⾞載部品業界
・ ⾞載向け半導体、原材料及び部材不⾜も解消されつつあり、好調に推移する⾒通し。

◆ 地政学的リスク
・ ⽶中貿易摩擦、⻑期化するロシア・ウクライナ問題の影響により、引き続きエネルギー
資源や原材料価格高騰の懸念あり。
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当社グループを取り巻く市場環境

今後の戦略について 〜市場環境〜
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今後の戦略について 〜事業戦略〜

１．次世代の柱となるユーザー新規開拓、育成
・積極的な展⽰会出展と来場者フォローによる新規顧客開拓

２．新商材発掘（SDGs/環境や人にやさしい商品）
・環境負荷や労働負荷を低減できる新たな商材の発掘

３．装置ビジネスの更なる販売強化
・労働⼒不⾜を補う⾃動化機器とロボットの販売強化

４．技術商社としての存在価値強化
・各種専門資格等の取得による提案型営業の推進

５．海外拠点との連携強化
・新規海外拠点の検討

今後の事業戦略について
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当社の「あるべき姿」を求め、激変する多様な課題に対応

⿃⽻洋⾏の「あるべき姿」

気候変動等環境問題
CO₂排出量低減商品の提供

労働人口の減少
ロボットの提案による省人化

人材の確保・育成
システムエンジニアリング強化

生産性の向上
⾃動化システムの提案

単体販売から
トータルソリューション

の提供へ

自動化システム・ロボットシステム

FA PLANNER TOBA

今後の戦略について 〜トータルソリューションの提供〜
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当社の取扱い商品や事業内容を紹介し、商談を⾏いました。今後の注⼒商品についてもデモ機
実演を交えて紹介し、具体的な引き合いを多数いただきました。

ご来場いただいた方々へのフォロー活動を実施し、今後の取り引き拡大へ努めています。

今後も大型展⽰会に出展し、売上規模拡大や新規顧客開拓を取り組み、企業価値の向上を
目指します。

●第3回 工場内の協働ロボット利活用展
会 場︓東京ビッグサイト
開催⽇︓2023年7⽉26⽇〜28⽇
来場者数︓1,860名

＜展⽰会出展報告＞

今後の戦略について 〜大型展⽰会出展〜

＜出展予定情報＞
●第26回 関⻄機械要素技術展
開催⽇︓2023年10⽉4⽇〜6⽇
会 場︓インテックス大阪
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◆ 積極的な株主還元

株式
会社 鳥羽洋行
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1株当たりの配当⾦及び配当性向の推移

※21/3月期については、創業115周年記念の記念配当⾦20円が含まれております。

40円
（記念配）

60円

20円
（記念配）

80円

110円
120円

120円
100円

120円 120円 120円

37.2% 37.8%

53.4%

45.6%

36.3% 35.3%
38.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

20円

40円

60円

80円

100円

120円

140円

18/3⽉期 19/3⽉期 20/3⽉期 21/3⽉期 22/3⽉期 23/3⽉期 24/3⽉期
（予想）

配当⾦ 配当性向

80円

20円
（記念配）

◆ 当社の株主還元方針

● １株当たりの配当金 ４０円下限

● 連結配当性向 ３５％以上

積極的な株主還元 〜配当の推移〜
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過去３年間の自⼰株式取得の状況

40円
（記念配）

60円

80円

◆ 当社は、自己株式の取得等の間接的な株主還元についても
機動的に対応する方針です。

積極的な株主還元 〜自⼰株式取得状況〜

実施時期 取得株式数 取得単価 取 得 額 発⾏済み株式総数
に対する割合

2021年11⽉ 70,000株 2,561円 179,270,000円 1.4％

2022年２⽉ 50,000株 2,780円 139,000,000円 1.0％

2022年11⽉ 145,000株 2,750円 398,750,000円 3.1％

2023年５⽉ 33,800株 2,940円 99,372,000円 0.7％

※ 2022年3月末日において⾃己株式30万株を消却しているため、
発⾏済み株式総数は500万株から470万株になっております。
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株主優待の割当基準⽇は、毎年9⽉末⽇です。

対象株主 継続保有３年未満 継続保有３年以上

100株以上500株未満 1,000円 2,000円

500株以上1,000株未満 2,000円 4,000円

1,000株以上 3,000円 6,000円

● 株主優待は、「QUOカード」を採用しています。

● QUOカード購入代⾦の一部は、「緑の募⾦」へ
寄付されます。

積極的な株主還元 〜株主優待〜
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予想配当利回り

今期の配当⾦予想

終値（9/8）

※2023年5⽉11⽇発表

積極的な株主還元 〜株価・配当情報〜



ＰＥＲ

ＰＢＲ

終値（9/8）
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積極的な株主還元 〜株価・指標〜
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株式会社⿃⽻洋⾏
証券コード

https://www.toba.co.jp/



■ お問い合わせ先
株式会社 ⿃⽻洋⾏
管理本部総務グループＩＲ担当
住 所︓〒112-0005

東京都文京区水道２丁目８番６号
電話番号︓03-3944-4031
Ｆ Ａ Ｘ ︓03-3944-4091
Ｅ メール ︓kanri-01@toba.co.jp
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この資料には、2023年8月30日現在における弊社の将来に関する前提・⾒通し・計画に基づく
予測が含まれております。 世界経済・競業状況等に関わるリスクや不安定要因により実際の業績
が記載の数値と大幅に異なる可能性があります。

従いまして、その内容につきましては、当社は⼀切責任を負うものではありませんのでご了承ください。
また、本プレゼンテーションは、投資を勧める目的のものではございません。


